
本研究は、高齢者に特化した行政単位の医療・介護レセプトデータベース（DeSCヘルスケア株式会社）を用いた後ろ向きコホー

ト研究である。口腔がん患者を対象に、診断前 24か月間の歯科受診状況を「歯科受診なし」「歯科受診あり」「年 1回以上の定期的歯

科受診あり」の 3群に分類し、診断時のリンパ節転移の有無や治療内容、診断後の医療費との関連を検討する。解析では、年齢、性

別、併存疾患などを共変量として調整し、多変量解析を実施する。 

本研究により、高齢者における定期的な歯科受診と口腔がんの早期発見・進行した病態との関連を明らかにし、歯科医師による日

常診療が果たす口腔がんスクリーニングの有用性を科学的に検証することを目的とする。得られた知見は、高齢者歯科健診や定期歯

科受診の推進に関するエビデンスを提供し、口腔がんの早期発見による QOLの維持・向上および医療提供体制の充実に寄与すること

が期待される。 
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